	単 位 操 作 －４２９
	タンクのオイルイン（ＦＲＴ・ＣＦＲＴ）
	作         成
	

	
	
	
	

	 
	ポ イ ン ト

	
	(1) タンクテーブルが設定されていることを確認する。

(7) 対象油種：白油等で固有抵抗が１０１１～１０１５Ωcmの範囲のもの。

         （含：原油、スロップ）

(9)(10)

ｱ. オイルイン前のバルブの開閉状況を確認する。

ｲ. オイルイン開始は深夜２２：００～５：００）に行ってはならない。

(13)各タンク固有の最大受入れ量以下であること。

(18)

ｱ. フロート上へ立入る前に必ず作業環境を確認すること。

 ・Ｏ２濃度   ２０％以上

 ・有毒ガス濃度

              許容濃度以下

ｲ.環境測定時は空気呼吸器を着用し監視人を置く。

(19)許容値はタンクリモートの仕様等により異なる。

(7)(9)

  Ｏ２８％以下であれば静電気対策（流速管理）は不要であるが（安全衛生管理基準）大規模タンクの場合Ｏ２％が均一になっていない可能性がある為流速管理を実施する。

(6)(8)

  爆発混合気の生成防止を目的としている。

	
	



開始





全ての計器の点検整備が終了し、活きていることを確認する





工 事 完 了 確 認





漏れの無いことを確認する





浮屋根が浮上したことを確認


する





漏れの無いことを確認する





リモートゲージを補修する





静電気対策


対象油種か














計器類・タンク各部の作動が


良好であることを確認する





受 入 れ 停 止








全ての防災設備が活きている


ことを確認する








終了





(1)





(2)





(3)





(9)





(10)





(8)





(4)











(17)





(5)





(6)





(7)








非常用排水口に水が満たされているか確認する





(10)











(20)





油温又は気温が


引火点以上か








許容範囲以内か





受入れ流量調整


          （７ｍ/sec以下）





(14)





いいえ











(11)





(16)





初速制限(流速１ｍ/sec以下)


による受入れ








はい





仕切板の撤去が終了していることを確認する





(18)





(19)





いいえ





はい





規定量に達したことを確認


する





はい





いいえ





(13)





(15)





Ｏ２濃度８％以下に窒素等で置換する





(12)





実尺実温測定によりリモート�ゲージとの指示差を確認する





飛沫を発生させない様ゆっくり受入れる








